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当社のコーポレート・ガバナンスの状況は以下のとおりです。

Ⅰコーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方及び資本構成、企業属性その他の基本情報

１．基本的な考え方

　当社の使命は、「世界中の人々に安全でおいしい食を手軽な価格で提供する」ことであります。そのため、消費者の立場に立ち、安全性と品質に

すべての責任を負い、食に関わる全プロセスを自ら企画・設計し、全地球規模の卓越したMMDシステムをつくり運営しております。この使命を共有

し合ったメンバ－によって、機能的かつ有機的な組織を形成し、維持してまいります。

　経営管理といたしましては、取締役（監査等委員である取締役を除く。）12名のうち4名を社外取締役とし、監査等委員である取締役4名のうち3名
を社外取締役とすることで、公正なガバナンス体制の構築に努めております。更に、内部統制システム整備の基本方針に基づき、法令遵守やリス
ク管理等の体制整備を進めるとともに、内部監査部門による内部牽制、会計監査人による会計監査により、コーポレートガバナンスの一層の強化
に努めております。

　また、決算説明会、IR活動、ホームページ等による情報公開及び株主総会における株主との直接対話を通じて、経営内容の透明性を高めてま

いります。

【コーポレートガバナンス・コードの各原則を実施しない理由】

【補充原則1-2-④　株主総会における権利行使の環境整備】

・当社は現在機関投資家比率並びに海外投資家比率が比較的低いため、コスト等を勘案し、議決権電子行使プラットホームや招集通知の英訳を
採用していません。今後株主構成の変化等状況に応じて検討を進めます。

【補充原則3-1-②　情報開示の充実】

・当社は海外投資家比率が比較的低いこともあり、招集通知等の英訳を行っておりませんが、今後の株主構成の変化等状況に応じて検討してま

いります。

【補充原則4-1-③　取締役会の役割・責務（1）】

・CEO等の後継者は、育成のための積極的な業務ローテーションや訓練を行ったうえで、人格、見識、実績、ならびに当社の企業理念に対する理

解度等を勘案して、もっとも適任と認められる人材の中から選定することとし、取締役会はそのプロセスを監督いたします。

【補充原則4-2-①　取締役会の役割・責務（2）】

・取締役報酬の決定プロセスの透明性・客観性を高めるために、取締役会の諮問機関として指名・報酬諮問委員会を設置しております。株式報酬
制度の導入可能性についても検討してまいります。

【コーポレートガバナンス・コードの各原則に基づく開示】

【原則1-4　政策保有株式】

・当社は現在、政策保有株式を保有しておりません。今後、政策保有株式を保有する場合には、保有目的が当社の事業戦略や中長期的経済合

理性に合致するかどうかという観点で審議を行い個別に実施判断を行うとともに、その縮減方針を開示するように努めます。

【原則1-7　関連当事者間取引】

・当社グループがその役員や主要株主等との取引を行う場合には、当該取引が当社グループ及び株主共同の利益等を害することが無いよう、当

該取引についてあらかじめ取締役会に付議し、その承認を得ることとしております。

【原則2-6　企業年金のアセットオーナーとしての機能発揮】

・当社は確定拠出年金制度を導入しているため、企業年金積立金の自らの運用や、外部機関への運用委託は行っておりません。

【原則3-1　情報開示の充実】

(1)経営理念・経営戦略・経営計画

・当社グループは「世界から飢餓と貧困を撲滅する」という企業理念のもと、「世界中の人々に安全でおいしい食を手軽な価格で提供する」ことを

使命としております。

・当社は中期経営計画を策定し、その内容を公表しております。

(2)コーポレートガバナンスに関する基本方針

・コーポレートガバナンスに関する基本方針は当社ホームページ(https://www.zensho.co.jp/jp/company/governance/) に開示しております。

(3)取締役の報酬

・取締役の報酬は、株主総会でご承認頂いた総額の範囲内で決定致します。取締役報酬の決定プロセスの透明性・客観性を高めるために、取締
役会の諮問機関として指名・報酬諮問委員会を設置いたしました。

(4)選解任と指名

・取締役候補者及び監査等委員取締役候補者の指名プロセスの透明性・客観性を高めるために、取締役会の諮問機関として指名・報酬諮問委員
会を設置しました。答申された候補者について、取締役会で協議のうえ、候補者を選定いたします（執行役員は取締役会で決定）。

・経営陣幹部について、会社に著しい損害を与えたり、不適切な職務執行を行うなどの解任事由が生じた場合は、取締役会で協議のうえ、社内

手続に即して対応いたします。

(5)個々の選解任・指名の説明



・選解任・指名の際に、個々に適切に説明・開示してまいります。

【補充原則4-1-①　取締役会の役割・責務（1）】

・次の事項は取締役会の決議を経るものとしています。

(1)会社法及び他の法令に規定された事項

(2)定款に規定された事項

(3)取締役会規程に規定された事項

次の事項は、取締役会に報告するものとしています。

(1)業務の執行の状況、その他会社法及び法令に規定された事項

(2)その他取締役会が必要と認めた事項

従って、上記以外の事項は経営陣に委任されています。

【原則4-9　独立社外取締役の独立性判断基準】

・当社の独立役員の基準は以下の通りです。

(1)東京証券取引所が定める独立性基準を満たしていること

(2)誠実な人格、高い見識と能力を有し、当社取締役会に多様な視点を取り入れる観点から、広範な知識と経験及び出身分野における実績を

有する方

(3)当社グループの企業理念を十分に理解して頂ける方

【補充原則4-11-①　取締役会の実効性確保のための前提条件】

・当社は取締役（監査等委員である取締役を除く。）は15名以内とし、監査等委員である取締役は5名以内とする旨を定款で定め、当社グループの
現在及び将来の事業領域における専門性を確保することはもとより、取締役会における議論により多様なステークホルダーの観点を取り入れるべ
く、多様性に配慮しております。

【補充原則4-11-②　取締役会の実効性確保のための前提条件】

・当社の取締役・監査等委員取締役は、当社の事業等を理解し、取締役会に出席し、またその準備を行うために必要な時間を確保することが求め
られます。そのため、他の上場会社の役員を兼任する場合には、取締役会並びに監査等委員会の出席率を株主総会招集通知で開示し、兼任す
る会社数の適正性を判断致します。

【補充原則4-11-③　取締役会の実効性確保のための前提条件】

・当社取締役会では常に闊達な議論と多様な観点からの提案があり、また、これらの意見や提案は実際の施策や方針に反映されることが多く、

当社取締役会は有効に機能していると判断しております。また、当社では、取締役会全体の実効性強化に向け、毎年、取締役会メンバー全員を対
象にアンケートを実施することなどにより、取締役会全体の実効性についての分析・評価を行っております。

【補充原則4-14-②　取締役・監査役のトレ－ニング】

・当社は、取締役・監査等委員取締役が委嘱された業務を適切に推進するとともに、経営を監督する上で必要な事項について適宜教育の機会を
設けております。今後はこれをさらに充実してまいります。

【原則5-1　株主との建設的な対話】

・当社では、機関投資家向け、一般メディア向け、個人投資家向けコミュニケーションをそれぞれグループ財務部、広報室、及び総務部が担当して

おります。これら３部門はよりわかりやすいコミュニケーションに向け、連携して取り組んでおります。

なお、当社は、個人投資家の皆様に長期にわたって株式を保有頂き、当社の力強いサポーターとなって頂くことを目的として「ゼンショーサポー

ターズクラブ」を設立し、会員株主の皆様とのコミュニケーションに努めております。

２．資本構成

外国人株式保有比率 10%未満

【大株主の状況】

氏名又は名称 所有株式数（株） 割合（％）

合同会社日本クリエイト 52,307,500 34.02

小川 賢太郎 3,170,408 2.06

小川 一政 3,160,800 2.06

小川 洋平 3,160,800 2.06

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 3,159,200 2.05

ゼンショーグループ社員持株会 2,766,543 1.80

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口5） 1,925,900 1.25

ＪＰ ＭＯＲＧＡＮ ＣＨＡＳＥ ＢＡＮＫ ３８５１５１ 1,700,032 1.11

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 1,507,100 0.98

清水信次 1,027,530 0.67

支配株主（親会社を除く）の有無 ―――

親会社の有無 なし

補足説明



―――

３．企業属性

上場取引所及び市場区分 東京 第一部

決算期 3 月

業種 小売業

直前事業年度末における（連結）従業員
数

1000人以上

直前事業年度における（連結）売上高 1000億円以上1兆円未満

直前事業年度末における連結子会社数
100社以上300社未満

４．支配株主との取引等を行う際における少数株主の保護の方策に関する指針

―――

５．その他コーポレート・ガバナンスに重要な影響を与えうる特別な事情

上場子会社であった株式会社ジョリーパスタは、2019年７月30日付で上場を廃止し、同じく、

上場子会社であった株式会社ココスジャパンにつきましても2020年２月18日付で上場を廃止いたしました。

両社は現在、当社の完全子会社である株式会社日本レストランホールディングスの完全子会社となっております。

これに伴い、現在当社の上場子会社はございません。



Ⅱ経営上の意思決定、執行及び監督に係る経営管理組織その他のコーポレート・ガバナンス体制の状況

１．機関構成・組織運営等に係る事項

組織形態 監査等委員会設置会社

【取締役関係】

定款上の取締役の員数 15 名

定款上の取締役の任期 1 年

取締役会の議長 社長

取締役の人数 12 名

社外取締役の選任状況 選任している

社外取締役の人数 7 名

社外取締役のうち独立役員に指定され

ている人数
7 名

会社との関係(1)

氏名 属性
会社との関係(※)

a b c d e f g h i j k

萩原　敏孝 他の会社の出身者

伊東　千秋 他の会社の出身者

安藤　隆春 その他

葉山　良子 公認会計士

渡辺　秀雄 他の会社の出身者

竹内　康二 弁護士

宮嶋　之雄 他の会社の出身者

※　会社との関係についての選択項目

※　本人が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「○」、「過去」に該当している場合は「△」

※　近親者が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「●」、「過去」に該当している場合は「▲」

a 上場会社又はその子会社の業務執行者

b 上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役

c 上場会社の兄弟会社の業務執行者

d 上場会社を主要な取引先とする者又はその業務執行者

e 上場会社の主要な取引先又はその業務執行者

f 上場会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家、法律専門家

g 上場会社の主要株主（当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者）

h 上場会社の取引先（d、e及びｆのいずれにも該当しないもの）の業務執行者（本人のみ）

i 社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者（本人のみ）

j 上場会社が寄付を行っている先の業務執行者（本人のみ）

k その他

会社との関係(2)

氏名
監査等
委員

独立
役員

適合項目に関する補足説明 選任の理由



萩原　敏孝 　 ○

株式会社小松製作所 顧問

株式会社高松コンストラクショングルー プ

社外取締役

日野自動車株式会社 社外取締役

長年にわたるグローバルに事業展開する企業
の経営者としての豊富な経験と幅広い見識を
もって当社の事業活動に助言をいただくため。
なお、当社の兄弟会社の業務執行役員、当社
の主要な取引先の業務執行者、当社から役員
報酬以外に多額の金銭財産を受け取っている
弁護士・会計士・コンサルタントまたはそれらの
近親者に該当せず、取引所規則により独立性
の説明が要請される者のいずれにもあたらな
い、当社の主要株主でない等独立性を有して
いることから、同取締役を独立役員として指定
しております。

伊東　千秋 　 ○

日立造船株式会社　社外取締役

株式会社オービックビジネスコンサルタン

ト　社外取締役

情報通信技術分野における豊富な技術的知
見・経験と長年にわたる経営者としての幅広い
見識をもって当社の事業活動の助言をいただく
ため。なお、当社の兄弟会社の業務執行役
員、当社の主要な取引先の業務執行者、当社
から役員報酬以外に多額の金銭財産を受け
取っている弁護士・会計士・コンサルタントまた
はそれらの近親者に該当せず、取引所規則に
より独立性の説明が要請される者のいずれに
もあたらない、当社の主要株主でない等独立
性を有していることから、同取締役を独立役員
として指定しております。

安藤　隆春 　 ○

株式会社ニトリホールディングス　社外取

締役（監査等委員）

株式会社アミューズ　社外取締役

東武鉄道株式会社　社外取締役

警察庁長官をはじめとする要職における豊富
な経験と幅広い見識をもって当社の事業活動
に助言をいただくため。なお、当社の兄弟会社
の業務執行役員、当社の主要な取引先の業務
執行者、当社から役員報酬以外に多額の金銭
財産を受け取っている弁護士・会計士・コンサ
ルタントまたはそれらの近親者に該当せず、取
引所規則により独立性の説明が要請される者
のいずれにもあたらない、当社の主要株主でな
い等独立性を有していることから、同取締役を
独立役員として指定しております。

葉山　良子 　 ○

葉山良子公認会計士事務所　代表

スギホールディングス株式会社　社外取
締役

株式会社アダストリア　社外監査役

株式会社ダイナックホールディングス　社
外取締役（監査等委員）

公認会計士並びに上場企業の社外取締役及
び社外監査役として豊富な知識と経験をもって
当社の事業活動に助言をいただくため。なお、
当社の兄弟会社の業務執行役員、当社の主要
な取引先の業務執行者、当社から役員報酬以
外に多額の金銭財産を受け取っている弁護
士・会計士・コンサルタントまたはそれらの近親
者に該当せず、取引所規則により独立性の説
明が要請される者のいずれにもあたらない、当
社の主要株主でない等独立性を有していること
から、同取締役を独立役員として指定しており
ます。

渡辺　秀雄 ○ ○ ―――

長年にわたる経営者としての豊富な経験と幅
広い知識をもって監査・監督いただくため。な
お、当社の兄弟会社の業務執行役員、当社の
主要な取引先の業務執行者、当社から役員報
酬以外に多額の金銭財産を受け取っている弁
護士・会計士・コンサルタントまたはそれらの近
親者に該当せず、取引所規則により独立性の
説明が要請される者のいずれにもあたらない、
当社の主要株主でない等独立性を有している
ことから、同取締役を独立役員として指定して
おります。

竹内　康二 ○ ○ さくら共同法律事務所パートナー弁護士

弁護士としての専門的な知見と企業法務に関
する豊富な経験と高い見識をもって監査・監督
いただくため。なお、当社の兄弟会社の業務執
行役員、当社の主要な取引先の業務執行者、
当社から役員報酬以外に多額の金銭・財産を
受け取っている弁護士・会計士・コンサルタント
またはそれらの近親者に該当せず、取引所規
則により独立性の説明が要請される者のいず
れにもあたらない、当社の主要株主でない等独
立性を有していることから、同取締役を独立役
員として指定しております。



宮嶋　之雄 ○ ○ 三洋貿易株式会社　社外取締役

長年にわたる経営者としての豊富な経験と経
営管理業務をはじめとする多様な業務経験と
幅広い知見をもって監査・監督いただくため。な
お、当社の兄弟会社の業務執行役員、当社の
主要な取引先の業務執行者、当社から役員報
酬以外に多額の金銭・財産を受け取っている
弁護士・会計士・コンサルタントまたはそれらの
近親者に該当せず、取引所規則により独立性
の説明が要請される者のいずれにもあたらな
い、当社の主要株主でない等独立性を有して
いることから、同取締役を独立役員として指定
しております。

【監査等委員会】

委員構成及び議長の属性

全委員（名） 常勤委員（名）
社内取締役

（名）
社外取締役

（名）
委員長（議長）

監査等委員会 4 2 1 3 社外取締役

監査等委員会の職務を補助すべき取締
役及び使用人の有無

あり

当該取締役及び使用人の業務執行取締役からの独立性に関する事項

1.監査等委員会監査の実効性確保の観点から、補助使用人等として必要な人員を選任し、体制の充実を図る。

2.補助使用人等は、独立性確保の観点から監査役等委員会の指揮の下で職務を遂行する。

3.補助使用人等の人事異動、人事評価、懲戒に関しては、事前の監査等委員会の同意を要する。

監査等委員会、会計監査人、内部監査部門の連携状況

　各監査等委員取締役は、取締役会に出席するほか、代表取締役との意見交換、内部監査部門との積極的な情報交換を行うことで取締役の職
務の執行を監査するとともに、会計監査人とも積極的に情報交換を行い、会計監査人との連携を図っております。

【任意の委員会】

指名委員会又は報酬委員会に相当する
任意の委員会の有無

あり

任意の委員会の設置状況、委員構成、委員長（議長）の属性

委員会の名称 全委員（名）
常勤委員

（名）
社内取締役

（名）
社外取締役

（名）
社外有識者

（名）
その他（名）

委員長（議
長）

指名委員会に相当
する任意の委員会

指名・報酬諮問委員
会

3 1 1 2 0 0
社内取
締役

報酬委員会に相当
する任意の委員会

指名・報酬諮問委員
会

3 1 1 2 0 0
社内取
締役

補足説明

　取締役候補者及び監査等委員取締役候補者の指名並びに取締役の報酬の決定プロセスの透明性、客観性を高めるために、指名・報酬諮問委
員会を設置しております。同諮問委員会は、取締役会の諮問機関と位置付けています。

【独立役員関係】

独立役員の人数 7 名



その他独立役員に関する事項

―――

【インセンティブ関係】

取締役へのインセンティブ付与に関する
施策の実施状況

業績連動報酬制度の導入

該当項目に関する補足説明

　業績連動報酬は、全取締役の中で社外取締役及び取締役監査等委員を除き、各取締役の職責、評価及び会社業績を考慮して決定いたしま
す。会社業績指標としては連結経常利益率を使用いたします。

ストックオプションの付与対象者

該当項目に関する補足説明

―――

【取締役報酬関係】

（個別の取締役報酬の）開示状況 個別報酬の開示はしていない

該当項目に関する補足説明

　有価証券報告書において取締役及び監査等委員、監査役、社外役員ごとに支給人数と報酬を別にして開示を行っております。

当社は、2019年６月21日付で監査役会設置会社から監査等委員会設置会社に移行しております。

　なお、連結報酬等の総額が1億円以上の者は個別開示を行っております。

報酬の額又はその算定方法の決定方針

の有無
あり

報酬の額又はその算定方法の決定方針の開示内容

【取締役報酬の基本方針】

1.基本的な考え方

　　取締役の報酬は、短期のみならず中長期的な企業価値向上を目指した経営を動機づけるとともに、多様で優秀な人材を確保できる水準とし

　ます。また、報酬水準は、同業他社及び他業種同規模他社との比較において競争力のある水準とします。

2.具体的方針

　（ア）報酬の内訳

　　　　　取締役（社外取締役及び監査等委員である取締役を除く。）の報酬は、固定報酬である月額基本報酬及び年１回の業績連動賞与としま

　　　　　す。社外取締役及び監査等委員である取締役の報酬は、固定報酬である月額基本報酬のみとします。

　（イ）報酬総額の限度額

　　　　　取締役の報酬総額は、株主総会で承認を得た報酬の限度額内で決定します。なお、報酬総額の限度額を変更する場合は、取締役会及

　　　　　び株主総会の決議を得るものとします。

　（ウ）各取締役の報酬の決定

　　　ⅰ）固定報酬の決定

　　　　　(a) 各取締役（監査等委員である取締役を除く。）の固定報酬の額は、役員固定基本報酬表（役付別指数）に基づき、報酬総額の限度額の

　　　　　　　範囲内で、各取締役（監査等委員である取締役を除く。）の職責及び評価を考慮して代表取締役が決定します。

　　　　　(b) 役員固定基本報酬表（役付別指数）は、毎年、指名・報酬諮問委員会に諮った上で、代表取締役が決定します。

　　　　　(c) 監査等委員である取締役の固定報酬の額は、報酬総額の限度額の範囲内で、常勤・非常勤の別、分担した業務の状況等を勘案し、

　　　　　　　監査等委員の協議により決定します。

　　　ⅱ）業績連動報酬の決定

　　　　　(a) 各取締役（社外取締役及び監査等委員である取締役を除く。）の業績連動報酬の額は、役員業績連動報酬表（役付別指数）に基づ

　　　　　　　き、 報酬総額の限度額の範囲内で、職責、評価及び会社業績を考慮して代表取締役が決定します。

　　　　　(b) 役員業績連動報酬表（役付別指数）は、毎年、指名・報酬諮問委員会に諮った上で、代表取締役が決定します。

　　　　　(c) 業績連動報酬は、年１回、定時株主総会開催月の翌月に支給します。

　　　　　(d) 会社業績は連結の経常利益率を使用します。役員業績連動報酬表（役付別指数）は連結経常利益率2.0％以上でかつ１％刻みで絶対

　　　　　　　額を設定します。



【社外取締役のサポート体制】

　社内取締役等から非常勤社外取締役への情報共有を随時行い、取締役会の議案及び議案資料は、事前に送付することとしております。また、
監査等委員会室を設置し、社外取締役監査等委員の監査業務をサポートする体制を構築しております。

２．業務執行、監査・監督、指名、報酬決定等の機能に係る事項（現状のコーポレート・ガバナンス体制の概要）

1.取締役会

　当社の取締役会は、2020年６月26日現在、取締役(監査等委員である取締役を除く。)12名、監査等委員である取締役４名の計16名、うち社外取
締役７名で構成されております。議長は代表取締役会長兼社長兼ＣＥＯ小川賢太郎が務めております。取締役会は原則月１回開催し、法令、定款
及び取締役会規程等に定められた事項の審議・決定並びに取締役の業務執行状況を監視・監督しております。

2.監査等委員会

　当社の監査等委員会は、2020年６月26日現在、４名(うち社外取締役３名)の取締役監査等委員で構成されております。委員長は社外取締役（常
勤監査等委員） 渡辺秀雄が務めております。

　監査等委員会は、取締役会から独立した機関として、取締役の職務の執行、グループの内部統制システムの構築・運用状況等について、適法
性・妥当性の観点から監査を実施しています。また、取締役会やその他重要な会議への出席、決裁書類等の重要書類の閲覧を通じ、取締役会の
意思決定過程及び取締役の業務執行状況の監督機能を担っています。

3.会計監査人

　当社は、会計監査人としてＰｗＣあらた有限責任監査法人と監査契約を結んでおり、会計監査を受けております。業務執行した公認会計士は、
高濱滋、清水健太郎の２名であり、同監査法人に所属しております。なお、会計監査業務に係る補助者の構成は、公認会計士５名、会計士試験
合格者８名、その他10名となっております。

4.指名・報酬諮問委員会

　当社は、2019年６月21日付をもって、取締役候補者及び監査等委員取締役の指名並びに取締役の報酬の決定プロセスの透明性、客観性を高
めるために、指名・報酬諮問委員会を設置しました。同諮問委員会は、取締役会の諮問機関と位置付けています。指名・報酬諮問委員会は、小川
洋平取締役(委員長)、安藤隆春社外取締役、宮嶋之雄社外取締役監査等委員の３名で構成されています。

5.投資諮問委員会

　当社は、従来よりＭ＆Ａ・増資・会社設立等の投資案件を審議するための投資委員会を設置していましたが、2019年６月21日付をもって、投資諮
問委員会に名称を改め、取締役会の諮問機関であることを明確にいたしました。投資諮問委員会は、竹井功一専務取締役(委員長)、小川一政取
締役副社長、小川洋平取締役ほか管理部門を担当する執行役員等の計７名で構成されています。

6.総合リスク管理・コンプライアンス委員会

　当社は、従来より当社及びグループのリスク管理とコンプライアンスの取り組みを横断的に統括するための総合リスク管理・コンプライアンス委
員会を設置していましたが、2019年６月21日付をもって、取締役会の諮問機関であることを明確にいたしました。同委員会は、原則として四半期ご
とに開催し、当社及びグループのリスク管理状況とコンプライアンス状況について点検・モニタリングを行い、改善指導をしております。これらの状
況については定期的に取締役会及び監査等委員会へ報告しております。総合リスク管理・コンプライアンス委員会は、國井義郎常務取締役(委員
長)、平野誠取締役ほか関連部門を担当する執行役員等の計10名で構成されています。

３．現状のコーポレート・ガバナンス体制を選択している理由

　的確なコーポレート・ガバナンスの履行のためには、様々な知見を持った複数の社外役員の参画が不可欠であり、「世界中のすべての人々に、

安全でおいしい食を手軽な価格で提供する」という当社の使命を十分に理解し、これを実現させるための組織体制としては、ふさわしいものと考え

ております。



Ⅲ株主その他の利害関係者に関する施策の実施状況

１．株主総会の活性化及び議決権行使の円滑化に向けての取組み状況

補足説明

株主総会招集通知の早期発送
原則として開催日の21日前に発送を行うとともに、28日前にはホームページ及びＴＤnetに
て東京証券取引所へ届出・開示を行っております。

集中日を回避した株主総会の設定
株主が株主総会に参加しやすいように、株主総会集中日を回避した開催日設定に努めて
おりますが、第38回定時株主総会におきましては会場都合により集中日開催とせざるを
得ませんでした。

電磁的方法による議決権の行使
株主総会に出席することのできない株主は、郵送またはインターネットより議決権を行使
することができます。

その他 経営の重点事項について社長より直接説明を行っております。

２．ＩＲに関する活動状況

補足説明

代表者
自身に
よる説
明の有

無

アナリスト・機関投資家向けに定期的説
明会を開催

本決算及び第２四半期決算において、アナリスト・機関投資家向けの説明会を
行っております。

なし

IR資料のホームページ掲載
トップメッセージ、決算短信、事業報告、東京証券取引所における適時開示資
料などを掲載しております。

IRに関する部署（担当者）の設置 グループ財経本部内に、IR担当部署及び担当者を設置しております。

３．ステークホルダーの立場の尊重に係る取組み状況

補足説明

環境保全活動、ＣＳＲ活動等の実施 フェアトレードの取組み等を行うことにより、社会貢献に取り組んでおります。



Ⅳ内部統制システム等に関する事項

１．内部統制システムに関する基本的な考え方及びその整備状況

1.取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

（1） 「ゼンショーグループ憲章」を制定し、全役職員による法令及び定款並びに社内規程の遵守の徹底を図る。

（2） 各業務担当取締役及び執行役員は、自らが担当する業務部門でのコンプライアンスリスクを分析し、その対策を実施する。

（3） 「総合リスク管理・コンプライアンス委員会」は、グループのコンプライアンスの取り組みを横断的に統括し、

　　　審議結果を取締役会及び監査等 委員会に報告する。

　　　グループのコンプライアンス上の問題点について従業員が情報提供を行う「ゼンショーグループホットライン」を設置する。

（4） 事業活動全般の業務運営状況を把握し、その活動の適法性や健全性を確保するため、内部監査部門による監査を継続的に行う。

2.損失の危険の管理に関する規程その他の体制

（1） 「グル－プリスク管理規程」を定め、グループの様々なリスクを網羅的かつ適切に認識し、管理すべきリスクの選定を行い、

　　　管理担当部門を定め、リスク管理体制の整備・充実を図る。また、予期せぬリスクが発生することを十分認識し、

　　　新たに生じた重大なリスクについては、取締役会または代表取締役が、すみやかに管理担当部門を選定し、迅速かつ適切に対応する。

（2） 規程に基づいたグループ内の様々なリスクを統括的に管理するため「総合リスク管理・コンプライアンス委員会」を設置し、

　　　管理担当部門のリスク対策実施状況の点検を行うことにより、有効性を確保する。

（3） 「食の安全・安心」「コンプライアンス」「情報セキュリティ」に係るリスク及びその他の選定されたリスクは、

　　　管理担当部門がリスク対策を策定する。また、リスクが顕在化した場合、管理担当部門は迅速かつ適切な対応を行い、

　　　結果を「総合リスク管理・コンプライアンス委員会」に報告し、経営に重大な影響を及ぼすおそれのあるリスクについては適宜、

　　　取締役会に報告し、必要な指示を受ける。

3.取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

（1） 取締役の職務執行に係る情報については、「取締役会規程」「文書管理規程」の定めるところに従い、適切に保存し管理する。

（2） 取締役は、これらの情報の保存・管理及び保全体制の整備が適正に行われていることを確認する。

4.取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

（1） 中期経営計画及び年度経営計画を定め、会社として達成すべき目標を明確にするとともに、迅速な判断や意思決定を行えるよう、

　　　日次・月次・四半期業務管理を徹底し、目標の進捗状況を明確にする。

（2） 意思決定のプロセスの簡素化等により意思決定の迅速化を図るとともに、社長決裁事項で当社及び

　　　グループの経営に重大な影響を及ぼすおそれのある事項については、担当取締役及び執行役員との協議に基づいて執行決定を行い、

　　　これを適宜取締役会に報告する。

5.当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制

（1） 「ゼンショーグループ憲章」は、当社及び子会社の全役職員が法令及び定款を遵守した行動をとるための行動規範とする。

（2） 当社は、持株会社としてゼンショーグループ全体の視野から業務の適正を確保するための体制を整備するとともに、

　　　「グループ会社管理規程」に基づき、グループ会社の状況に応じた管理を行う。

　　　また、当社のグル－プ会社統括管理部門が担当窓口となり、子会社から定期的または随時、整備状況の報告を受ける。

（3） 当社から子会社に対し役職員を派遣するとともに、子会社の業務の執行状況を把握し、事業活動の有効性を確認する。

（4） 内部監査部門が定期的または随時、グループ会社を監査するとともに、その状況を当社代表取締役に適時報告する。

6.財務報告の信頼性を確保するための体制

（1） 財務報告の信頼性を確保することが、グループ活動の信用の維持・向上に必要不可欠であることを認識し、

　　　財務報告に係る内部統制活動の重要性をゼンショーグループ全体に徹底する。

（2） 「財務報告に係る内部統制についての評価計画書」を年度単位で作成し、グループ会社全体で連携して、

　　　連結べ－スの財務報告における内部統制の整備を進める。

（3） 財務報告に係る内部統制の整備及び運用状況については、内部統制評価責任部門が、

　　　グループ全体の財務報告の信頼性を確保するため、業務運営の適切性を検証する。

7.監査等委員会の職務を補助すべき取締役及び使用人（以下、補助使用人等という。）に関する事項及び補助使用人等の他の取締役からの独立
性並びに指示の実効性の確保に関する事項

（1） 監査等委員会監査の実効性確保の観点から、補助使用人等として必要な人員を選任し、体制の充実を図る。

（2） 補助使用人等は、独立性確保の観点から監査等委員会の指揮の下で職務を遂行する。

（3） 補助使用人等の人事異動、人事評価、懲戒に関しては、事前に監査等委員会の同意を要する。

8.取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使用人が監査等委員会に報告をするための体制その他監査等委員会への報告に関する体制

（1） 取締役（監査等委員である取締役を除く。）は、当社及びグループに重大な影響を及ぼす事項、内部監査の実施状況、

　　　「ゼンショーグループホットライン」への通報状況等を、監査等委員会にすみやかに報告する。

（2） 当社及びグループに重大な影響を及ぼす事項を発見した当社及び子会社の全役職員は、監査等委員会に直接報告することができ、

　　　この報告は「グループ内部通報規則」に基づいて対応する。

　　　なお、報告した者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保する。

（3） 監査等委員会は、内部監査部門との監査計画、監査結果等の相互開示により情報の共有化と効率化を図る。

9.その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制

（1） 代表取締役は、監査等委員会と定期的に会合を持ち、会社が対処すべき課題、監査等委員会監査の環境整備状況、

　　　監査上の重要課題等について意見交換を行う。

（2） 監査等委員会は、その職務の執行に関して、独自に専門の弁護士や会計士等から助言を受けた場合は、

　　　それにより生じた費用を会社に請求することができる。

（3） 監査等委員会は、必要があると認めたときは、取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使用人に対し報告を求め、

　　　重要な会議に出席し、書類の閲覧をすることができる。



２．反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及びその整備状況

1.反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方

当社は反社会的勢力との関係を持たない。また反社会的勢力の不当な要求には毅然とした態度で臨み、金銭その他経済的利益の提供を行わな
い。さらに全グループ会社に対し、方針の徹底を図る。

2.反社会的勢力排除に向けた整備状況

（1） 当社は「ゼンショーグループ憲章」を定め、企業倫理の浸透を図るとともに、コンプライアンスを実現するため、

　　　「グループコンプライアンス規程」及び「コンプライアンス行動指針」を定め、「反社会的勢力の排除」について具体的指針を示している。

（2） なお「ゼンショーグル－プ憲章」並びに「グループコンプライアンス規程」及び「コンプライアンス行動指針」については、

　　　全社員に対し、入社時または定期的な研修を通じて周知・徹底を図る。

（3） さらに反社会的勢力への対応は、個人や部署を孤立させぬよう、「総合リスク管理・コンプライアンス委員会」を組織し、

　　　警察や弁護士等外部専門機関と連携して対応する体制を構築している。



Ⅴその他

１．買収防衛策の導入の有無

買収防衛策の導入の有無 なし

該当項目に関する補足説明

―――

２．その他コーポレート・ガバナンス体制等に関する事項

＜会社情報の適時開示に係る社内体制の状況＞

1.　当社は、会社情報(決定事実、発生事実及び決算情報)を関係部署及び代表取締役の確認の上、グループ財経本部がTDnetを介して東京証券

取引所に適時開示を行なっております。

2.　当社及びグループ会社における、決定事実、発生事実については、関係部署の責任者若しくはグループ各社の情報管理責任者より、情報取

扱責任者(執行役員グループ総務本部長)に報告を行い、報告を受けた情報取扱責任者は、グループ財経本部、広報室及び関連部署等で、上場
証 券取引所規則ならびに金融商品取引法、会社法をはじめとする関連法令・規則・ガイドライン等に照らし合わせて、情報の適法性・正確性・公

式性 を協議のうえ、グループ財経本部へ適時開示の伝達を行なっております。

3.　決算情報については、グループ財経本部が作成し、代表取締役に報告、取締役会の承認を経て、適時開示を行なっております。


